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語地図J 作成のための調査研究J に，その 1955 年の出発時から完結時まで，中心となってかかわってきた。また，科
学研究費の補助のもとに 1957年以降実施された共同研究 ir糸魚川言語地図J の作成」のプログラムに深く関係して
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きた。




















谷調査の報告がそれである(第 4 ・ 5 章)。特に後者からはグロットグラム(年齢×地点図)という術語が誕生するこ
とになる。
次に，方言地理学に当てる新しい光として，方言分布地図をコンぜューターによって作成する試みを示す(第6章)。






















































なものである。なお，第 3部第 6章に収められた方言分布地図をコンビューターによって作成する試みは， 日本はも
とより，世界でもっとも早い時期での前衛的な研究として各界から注目されているものである。
比較方言学と方言地理学との融合を意図した論説のなかでのアクセントの系譜に関する考察は申請者の独壇場であ
る。第 4部第 1 章に収められた論の補記には， 次のようにある。 12拍名詞のアクセント 5類の統合は，順列組合わせ
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の原理によって，結局 52種しかありえないではないか。そして類が統合の方向に進むとすれば(類が分裂によって誕
生することがありえないとすれば)，その経路は理論的に限定されるはずである。従来のアクセント史研究はそのこと
を明示的に捉えてこなかったのではないか。(略) 52 種のうち現存するものを白地図上にフ。ロットすると，不思議に
も整然と分布し，統合にむかう変化を地理的背景の中で奇麗に位置づけうることを知ったときには，非常に嬉しかっ
たことを思い出す。比較方言学的には，方言の変化は周辺の状況とは無関係に独自に起こりうる，地理的な関係を考
えるのはむしろ邪道と考えるむきが多いであろうに，すくなくとも日本の方言アクセントに関しては，地理的な状況
を考慮することによって，歴史的変化もいっそう理解しやすくなるらしいことを知って，すうっと霧が晴れていくよ
うな気がしたことを思い出す。」
この論の考え方は，服部四郎によって「徳川理論J と名付けられた。また，この論を契機にして，妹尾修子によっ
て，香川県伊吹島で，いわゆる第 1 次アクセントが発見されることになった。
以上のように，本論文にまとめられた研究は，その発表が比較的古い時期のものを含むとはいえ，日本の方言研究
を根本的に改新した画期的なものである。また，今後に予想される研究，特に対照社会言語学的研究に導きの指針を
与えるものである。博士(文学)の学位を授与するに十分な価値を有するものと認定する。
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